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カスタマーハラスメントの防止についてのお願い 

 

拝啓、時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は
当施設の運営につきましては、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。 
  

さて、ご利用者・ご家族様に、掲題「カスタマーハラスメントの
防止」についてお願い申し上げたく、ご案内させていただきます。 

 
カスタマーハラスメントとは、セクシャルハラスメントやパワー

ハラスメントと同様の、企業に働く労働者に対する嫌がらせ行為の
ことです。これについては、法的措置（改正労働施策総合推進法 R8.10.1

施行、栃木県カスタマーハラスメント防止条例Ｒ8.4.1 施行）がとられるこ
ととなりました。つきましては当法人もカスタマーハラスメントの
防止に対し、積極的に対策を講じていくこととし、皆様にもご協力
をお願いする次第でございます。 

 
別紙「職員へのカスタマーハラスメントに対する法人の対応」を

ご一読いただき、趣旨をご理解いただきたくお願い申し上げます。 
 
 今後も地域の皆様に寄り添う介護サービスを通じて、利用者様と
そのご家族の笑顔を支え、共に歩んでまいります。 
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